
日時：平成22年７月10日 (土) 16：15～17：15
場所：高新ＲＫＣホール

16:15 開会
松本女里学会長 挨拶
議長選出
伊井 啓子 氏 (19期生)
今村 優子 氏 (30期生)
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計７回の運営委員会を開催した｡ 主な審議
事項は以下のとおりであった｡
１) 学会事業について
・第36回高知女子大学看護学会
・平成21年度公開講座
・学会誌第35巻第１号､ 第２号の発行
以上について､ 資料に基づき時長運営委員

長より報告があり､ 承認された｡

�������	 ���
���

１) 平成21年度高知女子大学看護学会公開講
座実施報告
｢療養生活指導における看護の役割拡大

を考える｣ をテーマとして､ ２名の講師に
よる講演会を企画､ 開催し､ 76名の参加を
得た｡

２) 第36回高知女子大学看護学会企画運営報告
｢看護の社会的責任－看護職の役割拡大

を考える－｣ をテーマに､ 講演会 (高知女
子大学看護学部同窓会との共催事業) およ
び6名のスピーカーによるリレートークを
企画､ 開催した｡

３) 高知女子大学看護学会奨学金貸与事業報告
本年度は奨学生に３名の応募があり､ 奨

学生選考委員会で３名の推薦が決定された｡
返済金の受理はなかった｡ 貸与は３名に対

して行った｡ また10名から寄付が寄せられ
た｡
以上について､ 資料に基づき竹崎企画委員

長より報告があり､ 承認された｡
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１) 学会誌の発行
学会誌第35巻第１号は550部発行､ 第２

号は発行準備中である｡
２) 学会誌に関する検討

投稿論文の原稿執筆要領を一部改正した｡
学会誌の販売促進のため､ 掲載論文をホー
ムページ上に掲載する方法について検討し
た｡
以上について､ 資料に基づき益守編集委員

長より報告があり､ 承認された｡
また､ 参加者から､ 県内の医療機関等への

学会誌の配布状況が質問され､ 高知女子大学
看護学部と看護学会の宣伝を兼ねて､ 主要な
医療機関へ無料送付することが提案された｡
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以上について､ 資料に基づき原田会計係と
城田会計監査委員より報告があり､ 承認され
た｡
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竹崎企画委員長より､ 奨学生選考委員会に
よる審査結果に基づき､ 奨学生として３名が
推薦され､ 承認された｡
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竹崎企画委員長より資料に基づき､ 高知女
子大学看護学会奨学金制度継続のためにも､
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財源に応じた奨学生選考時の人員目安として
２名を設定し､ 募集要項に明記することが提
案された｡
会場からは反対意見はなかったものの､ 貸

与者の要件､ 経済状態の確認状況､ 看護学部
の在学生への貸与の有無､ 貸与者の修了後の
貢献度の評価状況について質問があり､ 奨学
金制度の貸与要件・基準の明確化と選考基準
の見直し､ 学会事業準備金の奨学金制度への
運用に関して意見が出された｡
これらの意見についても今後検討していく

ことが確認され､ 奨学金制度の変更について
は原案通り承認された｡
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１) 企画委員会事業計画 (案)
(1) 公開講座・講演会等企画

テーマ､ 開催時期は検討中である｡
(2) 第37回高知女子大学看護学会企画

テーマ､ 開催日時は検討中｡ 形式は講
演会､ 学術交流会､ 茶話会等とする｡

(3) 学会のホームページの維持
学会のホームページの維持・管理を行
う｡

(4) 平成22年度高知女子大学看護学会奨学
金制度の運用計画と奨学生の募集
高知女子大学看護学会奨学生の募集と
選考を継続して行う｡

(5) ｢高知女子大学看護学部同窓会｣ 活動
支援事業
同窓会発足時の記念事業､ 並びに卒業
生が出るまでの当面の同窓会の活動・
運営資金として､ ｢学会事業準備金｣
より200万円を補助する｡

以上について､ 資料に基づき竹崎企画委員
長より説明があった｡
会場より､ ｢高知女子大学看護学部同窓会｣

活動支援事業に関連して､ 同窓会費を新入生
だけでなく既卒者からも徴収することが提案
されたが､ 既卒者からは会費ではなく寄付を
募り運営していく予定であることが説明され
た｡ その他に意見や質問はなく､ 原案通り承

認された｡
２) 編集委員会事業計画 (案)
(1) 学会誌の発行

高知女子大学看護学会誌第35巻第２号､
第36巻を発行する｡

(2) 学会誌に関する検討
学会誌としての内容充実・学会誌の販
売促進についての検討､ 査読システム
の評価・見直しを行う｡

以上について､ 資料に基づき益守編集委員
長より説明があり､ 原案通り承認された｡
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予算案について､ 資料に基づき原田会計係
より説明があり､ 原案通り承認された｡
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新役員として以下のメンバーが承認された｡
企画委員長：長戸 和子 (29期)
企 画 委 員：山本 雅子 (23期)

北村真由美 (34期)
嶋岡 暢希 (38期)
三浦由紀子 (46期)
松永 智香 (51期)
寺岡美千代 (修士11期)

編集委員長：松本 鈴子 (教員)
編 集 委 員：和泉 明子 (35期)

升田 茂章 (教員)
書 記：山中 福子 (修士７期)
会 計：坂本 章子 (修士７期)

時長運営委員長より､ 本日の参加者は学会員
および一般214名､ 学生175名､ 合計289名であっ
たこと､ 同窓会が発足したので今後新たな学会
の在り方を検討していく必要があることが説明
された｡

17:15 閉会

文責：高知女子大学看護学会
書記 瓜生 浩子

高知女子大学看護学会誌第36巻第１号 (2011)
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